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前
鬼
三
重
滝
の
裏
行
場
体
験 

◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
１
２
月
６
日
（
日
） 

晴
れ 

◇
参
加
者
：
柴
田
行
者
、
成
田
行
者
姉
妹
、
地
元
の
方
２
名 

 
 
 
 
 

坂
野
良
、
高
橋
桂
太
（
記
） 

  

前
日
の
小
仲
坊
清
掃
が
一
日
で
終
了
し
た
た
め
、
二
日
目
は
柴
田
行
者
の
提
案
で
、

三
重
滝
（
み
か
さ
ね
の
た
き
）
の
裏
行
場
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

前
鬼
三
重
滝
は
第
二
十
八
靡
で
あ
り
、
い
つ
か
は
行
き
た
い
場
所
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
裏
行
場
の
知
識
は
無
か
っ
た
が
、
山
伏
行
者
と
同
行
し
な
け
れ
ば
危
険
そ
う
な

雰
囲
気
は
察
し
た
の
で
、
柴
田
行
者
の
提
案
は
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。 

 
 

 

 

小
仲
坊
の
右
奥
を
進
む 

 
 

 
 
 

 
 
 

ミ
ツ
マ
タ
の
群
生 

 
 

 

柴
田
行
者
の
法
螺
貝
で
気
勢
を
上
げ
、
九
時
半
に
七
名
で
出
発
。 

 

三
重
滝
へ
は
、
小
仲
坊
の
奥
か
ら
北
東
に
向
か
っ
て
歩
く
。
最
初
は
ミ
ツ
マ
タ
（
柴

田
行
者
に
教
え
て
頂
い
た
）
の
群
生
が
美
し
い
。
和
紙
で
も
作
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
？
花
の
季
節
に
ま
た
来
た
い
も
の
だ
。 

 

山
道
は
一
本
道
で
迷
わ
な
い
。
三
〇
分
ほ
ど
歩
く
と
閼
伽
坂
（
あ
か
さ
か
）
峠
に

着
い
た
。
閼
伽
（
あ
か
）
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
仏
様
や
神
様
に
お
供
え
す
る
水

を
指
す
そ
う
だ
。
閼
伽
坂
峠
に
は
閼
伽
坂
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
清
掃
と
勤
行
を

行
っ
た
。 

 
 

 

 

新
宮
山
彦
Ｇ
の
設
置
道
標 

 

閼
伽
坂
地
蔵 

 
 
 

 
 

柴
田
行
者
と
勤
行 

 
 

  

閼
伽
坂
峠
か
ら
道
な
り
に
進
む
と
垢
離
取
場
（
こ
り
と
り
ば
）
に
、
地
蔵
を
越
え

て
尾
根
沿
い
に
進
む
と
二
ツ
石
（
両
童
子
岩
）
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
二
ツ
石
に
行
く

ル
ー
ト
は
景
色
が
素
晴
ら
し
い
が
、
熊
が
出
る
そ
う
だ
。
一
人
で
行
く
勇
気
は
な
い

の
で
、
い
つ
か
新
宮
山
彦
Ｇ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

 

新
宮
山
彦
Ｇ
が
処
理
し
た
太
い
倒
木
に
感
心
し
な
が
ら
歩
く
う
ち
に
、
垢
離
取
場

に
着
い
た
。
垢
離
（
こ
り
）
は
汚
れ
・
穢
れ
の
こ
と
で
、
要
は
禊
を
す
る
場
所
だ
。 

 

垢
離
取
場
は
前
鬼
川
の
一
部
で
あ
り
、
非
常
に
美
し
い
淵
だ
。
前
鬼
ブ
ル
ー
！ 



 
今
日
は
禊
を
省
略
と
い
う
こ
と
で
少
し
ホ
ッ
と
す
る
。
こ
こ
で
も
勤
行
す
る
。 

 
冬
は
砂
が
流
さ
れ
て
対
岸
に
歩
い
て
行
け
ず
、
ど
う
し
よ
う
か
と
相
談
し
て
い
た

が
、
大
人
数
の
力
で
巨
岩
を
乗
り
越
え
、
な
ん
と
か
対
岸
に
辿
り
着
い
た
。 

 
 

 

 

美
し
い
垢
離
取
場
の
淵 

 

勤
行
の
法
螺
貝
が
カ
ッ
コ
い
い 

 
下
流
側 

  

垢
離
取
場
の
対
岸
に
渡
り
、
山
道
を
進
む
。
し
ば
ら
く
す
る
と
鉄
の
階
段
が
あ
り
、

三
重
滝
の
中
段
、
千
手
（
せ
ん
じ
ゅ
）
の
滝
が
現
れ
る
。 

 
 

 

 

千
手
の
滝
へ
の
階
段 

 
 

下
段
の
不
動
の
滝
を
覗
く 

 
 

第
二
十
八
靡
看
板 

 

鉄
階
段
あ
た
り
か
ら
下
を
覗
く
と
、
下
段
の
不
動
の
滝
（
落
差
６
０
ｍ
）
が
あ
る
。

あ
ま
り
の
恐
怖
に
良
い
写
真
が
撮
れ
な
い
。
新
宮
山
彦
Ｇ
の
靡
看
板
も
発
見
！ 

 
 

 

 

千
手
の
滝
で
勤
行 

 
 
 

 

滝
口 

落
差
５
０
ｍ 

 
 

 

滝
壺 

水
が
少
な
い 

 



 
 

 

 

胎
蔵
界
窟
の
役
行
者
像 

 
 

胎
蔵
界
窟
で
勤
行 

 
 

 
 

金
剛
界
窟 

 

千
手
の
滝
の
右
側
を
登
る
と
平
ら
な
滝
見
台
に
到
着
し
、
そ
こ
に
両
界
窟
（
胎
蔵

界
窟
と
金
剛
界
窟
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
役
行
者
が
護
摩
を
焚
い
た
伝
説
が
あ
る
す
ご

い
行
場
だ
。
今
回
の
主
目
的
は
、
こ
こ
の
清
掃
。
け
っ
こ
う
大
量
の
ゴ
ミ
が
あ
り
、

私
の
ザ
ッ
ク
に
も
ビ
ン
類
を
詰
め
て
持
ち
帰
る
。
清
掃
が
終
わ
っ
て
勤
行
し
た
。 

 

こ
こ
か
ら
滝
に
向
か
っ
て
右
側
を
巻
い
て
い
く
と
、
屏
風
の
横
駈
（
び
ょ
う
ぶ
の

よ
こ
が
け
）
に
着
い
た
。
崖
の
中
腹
に
あ
る
約
４
０
ｃ
ｍ
幅
の
道
が
１
０
ｍ
く
ら
い

続
く
。
下
は
推
定
６
０
ｍ
の
垂
直
の
崖
だ
。
絶
対
に
下
を
見
て
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
、

こ
ん
な
奇
跡
み
た
い
な
段
差
が
で
き
た
の
か
？
山
伏
が
掘
削
し
た
？
前
の
方
が
震
え

て
進
め
な
く
な
っ
た
の
を
励
ま
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
渡
り
切
る
。 

 

渡
り
切
っ
た
と
い
っ
て
も
安
全
地
帯
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
天
の
二
十
八
宿
（
し

ゅ
く
）
と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
鎖
場
と
鎖
す
ら
な
い
岩
場
を
、
約
２
０
ｍ
登
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
う
ち
一
本
の
鎖
は
１
８
４
６
年
に
前
鬼
不
動
坊
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も

の
で
、
ま
っ
た
く
信
用
で
き
な
い
。
な
る
べ
く
鎖
に
全
体
重
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

岩
の
角
と
木
の
根
を
掴
み
、
柴
田
行
者
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
登
り
き
っ
た
。
写
真

撮
影
の
余
裕
な
し
。
も
う
二
度
と
体
験
す
る
気
は
な
い
の
で
、
非
常
に
残
念
だ
。 

 
 

 

 

馬
頭
の
滝
で
勤
行 

 
 
 

 

滝
口 

落
差
４
５
ｍ 

 
 

 

滝
壺 

 

恐
怖
の
体
験
の
後
、
し
ば
ら
く
進
む
と
馬
頭
の
滝
に
出
る
。
三
重
の
滝
の
上
段
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
勤
行
す
る
。 

 

帰
り
は
別
コ
ー
ス
を
進
む
。
馬
頭
の
滝
に
向
か
っ
て
左
の
尾
根
に
登
り
、
小
仲
坊

で
作
っ
て
頂
い
た
お
弁
当
を
広
げ
る
。
生
き
て
い
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
と
実
感
し
た
。

こ
こ
は
五
百
羅
漢
も
一
望
で
き
、
柴
田
行
者
の
お
気
に
入
り
の
場
所
だ
そ
う
だ
。 



 
 

 

 

小
仲
坊
の
お
弁
当 

 
 
 

五
百
羅
漢
と
釈
迦
ヶ
岳 

 
 

小
仲
坊
の
行
者
堂 

  

急
坂
を
下
り
、
元
の
道
に
合
流
す
る
。
小
仲
坊
が
近
づ
く
と
、
柴
田
行
者
が
法
螺

貝
を
吹
く
。
お
茶
の
準
備
を
要
求
し
て
い
る
？
最
後
は
行
者
堂
の
前
に
て
勤
行
。
そ

の
後
、
五
鬼
助
さ
ん
か
ら
お
茶
と
お
菓
子
を
頂
き
、
し
ば
し
談
笑
。 

 

今
回
は
、
新
宮
山
彦
Ｇ
の
行
事
に
参
加
し
、
柴
田
行
者
の
提
案
で
前
鬼
裏
行
場
を

満
行
し
た
。
え
が
た
い
体
験
が
で
き
、
本
当
に
感
謝
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
高
橋
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

小
仲
坊

0
9:
3
0

→1
0:
1
0

閼
伽
坂
峠
→1

0
:
4
5

垢
離
取
場
→1

1:40

千
手
の
滝
→

1
2
:
5
5

馬
頭
の
滝
→1
4
:
4
0

閼
伽
坂
峠
→1

5
:
20

小
仲
坊 


